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　　　　　固定 化 ク ロ レ ラ 細 胞 に よ る 5 一ア ミノ レプ リン 酸 の 効率的生 産
280　　 （山 口 大

・工 ・応化 工）○ 成清 綾 ， 山田 暁 ，中谷 卓司 ， 舟橋 均 ， 中尾勝 實

【目的】 演者 らは 、 昨年 、 当研究室で 分離 した Chlorella　sp ．Ya−1株に よ る5一アミ
ル プ リン酸 （ALA）生 産 に つ い て 報告 した

1
  本菌株 は 光 を照 射せ ず従属栄 養 的 に も増

殖 ・ALA生産 を行 える こ とよ り、固定化クロ レラ細 胞 を利 用 した効率的 なALA生 産 が 可能
で あ る と考え られ る 。 ．本研究で は 、 固定化如 レラ細 胞 に よ る

’
ALA生 産 に 必要 な培地成

分 、 培葦条 件が ALA生 産 に 及 ぼ す 影響 を含む 効率的 なALA生産 に つ い て 検 討 した 。

【方法翠び 結果 】 Ya唖 株 の 細胞 をアルギ ン酸凝汐ムで 釐径約・2mnの ゲ ルヒ  ズ に 成型 し i

た もの を固定化クロ レラ細胞 として 使用 した 。 培地 はグ ルコース 20g 〃 ，　KH。PO41g ／Ll
  SO4’7H2019 ／1・KNO349 ／1・Fe　soluti ・an ， 2

／
ml ／1，　A−5　soluti ，on2

， 2ml ／1，

レフ
’
リン酸50酬 の 組成 （pH6．0）の もの を使用 し 、 培養温度は 30℃と した 。 10gの ケ

“
1レピ

ーズ （細胞量 に して 約0 ．25g）を 100mlの 培地 に添蜘 した 振盪培 養 におい て 、
　KH2PO4，

A−5solutioR は細 晦増殖 に は 必 要 で あ るが 、A琳生 産 に は 特 に 必要 な い こ とが 判明

し、こ れ らを 除い   培地 を使用 し 、 培養液中  懸濁 9uレラ細胞 を最小量 に 抑え て 、30
時間で 63mg〃 の ALAが 得 S れた 。 また 、 培養 中｝に皷が 5．5以 下 に 低下 す るの を 防 ぐ

こ と に よ り 、ALA生 産 が 継 続 され る こ とが判明レた 、 現 在 、 固定 ｛iCfiuレラ細 胞 の 連続

使用 に つ い て 検 討を行 っ て い る 。 1）山田　暁ら ，平成6年度 日本 生物工 学会大 会講
演 要 旨集 ，p159 （1994）， 2）H．Endo　 et 　al ．，J．Fe；rraent ．Technol．、55，p369 （1977）
Production　of 　5−AminoIevulinic　Acid　by　Immobilized　Ch、lorella　ceH
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281 海 洋性微細 藻 Crypthecodfnium　cohnii に よ る ドコ サ ヘ キ サ エ ン酸 の 生 産

　　　　　　　 （川崎製鉄 ・技術研究所）○武内大造 、 上 原健 一

　 【目的】海洋性微細 藻（加 伽 oo （肋 沁m 　o納 ηガ は ドコ サ ヘ キ サ エ ン 酸 （DHA ） を40％
近 く含む脂肪 酸 組成 を有 して い る が 、 タ ン ク培養で は充分 な 増殖性 が得 られ ず 、 DHA

生成量 は 低 い
。 増殖 性お よび DHA 生産性の 向上 を目的 と して 培養条件 の 検討 を行 っ た 。

　 【方法お よび結果 】海洋性微 細藻 C．　cOhnii の 培養は 、 グ ル コ
ー

ス 、 コ
ーン ス テ ィ

ー

プ リカー
を含む人工 海水 お よび海水 を用 い て 、 フ ラ ス コ 振盪培養 、 50Lジ ャ

ー
フ ァ

ー

メ ン タ 、 200L タ ン ク培養 を行 っ た 。　 C 　cohnii は 通気攪 拌培養 で の 増 殖性で は 充分 な結

果 が得 ら、れ な か っ た の で 、 培 地組成 、 培養条件 の 検討 を行 っ た 。 また 、 剪断負荷 を少

な くす る ため 機械的消泡 を運け、消 泡性界面活性剤 の 効果の 検討 を行 っ た 。 その 結果 、

脂肪酸系界面活性剤 を添加 した場合に 良好な藻体増殖性 と高い DHA 生 産性が 得 られ た 。

50L ジ ャ
ー

フ ァ
ーメ ン タ で は62．59Aの 藻体生産性が得 ら れ 、 200L タ ン ク培養で の 脂 肪

酸組成 に お け るDHA 含量 は 、 約40〜50％ と高 い 値 で あ り、 藻体増殖量 お よび棚 旨質分
の 増加 によ っ て 高い DHA 生成量 を得 る こ とが 可 能 とな っ た 。
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